
【ワンタッチケーブル】
■ ワンタッチケーブルとは？
・下記に挙げるデジタルセンサのコネクタタイプと組み合わせて使用されるオプションのケーブルを総称して、“ワンタッチ
ケーブル”と呼んでいます。

・デジタルファイバセンサ（FX-500シリーズ、FX-400シリーズ、FX-300シリーズ）
（注）デジタルファイバFX-100シリーズには使用されません。

・アンプ分離型デジタルレーザセンサ（LS-400シリーズ）
・アンプ分離型超小型近接センサ（GA-311）
・ヘッド分離型・2画面デジタル圧力センサ（DPS-400シリーズ）

GA-311

ワンタッチケーブルコネクタタイプ

■ ワンタッチケーブルの分類
・ワンタッチケーブルは、次のように分類されます。

CN-74-C□

CN-71-C□

CN-73-C□

ワンタッチ
ケーブル

標準タイプ
（1出力タイプ）用

2出力タイプ用

親ケーブル

子ケーブル

（標準タイプ用）

（標準タイプ用）

（2出力タイプ用）

（2出力タイプ用）

ファイバ

＋

＋
・ミラー反射型

・透過型

・反射型

・FX-501
（標準タイプ、NPN出力）

・FX-502
（2出力タイプ、NPN出力）

ワンタッチケーブル

＋

・FX-501P
（標準タイプ、PNP出力）

・FX-502P
（2出力タイプ、PNP出力）

アンプ

親ケーブル

子ケーブル CN-72-C□



■ ワンタッチケーブルの使い分け
・ワンタッチケーブルは、前述のように4種類あります。（ケーブル長により、さらに、細分化されます。）
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・FX-501

 

（標準タイプ、NPN出力）

・FX-501P

 

（標準タイプ、PNP出力）

ワンタッチケーブル親ケーブル
（標準タイプ用）

3ピンコネクタ 3ピンコネクタ

3芯ケーブル

CN-73-C□

＋

・FX-502

 

（2出力タイプ、NPN出力）

・FX-502P

 

（2出力タイプ、PNP出力）

ワンタッチケーブル親ケーブル
（2出力タイプ用）

4ピンコネクタ 4ピンコネクタ

4芯ケーブル

CN-74-C□

1台使用の場合

・標準タイプのアンプ（FX-501、FX-501P）には、親ケーブル（標準タイプ用）を使用します。
・2出力タイプのアンプ（FX-502、FX-502P）には、親ケーブル（2出力タイプ用）を使用します。

・2台以上のアンプを横連結する場合、一番左のアンプを“親機”と呼びます。
親機には親ケーブルを使用し、標準タイプ用（CN-73-C□）、2出力用（CN-74-C□）を使い分けします。

・2台以上のアンプを横連結する場合、左から2番目以降のアンプを“子機”と呼びます。
子機には子ケーブルを使用し、標準タイプ用（CN-71-C□）、2出力用（CN-72-C□）を使い分けします。

・標準タイプと2出力タイプを混在して横連結使用することも可能です。

・FX-501

 

（標準タイプ、NPN出力）

・FX-501P

 

（標準タイプ、PNP出力）

・FX-502

 

（2出力タイプ、NPN出力）

・FX-502P

 

（2出力タイプ、PNP出力）

親ケーブル
（標準タイプ用）

子ケーブル
（標準タイプ用）

CN-73-C□

親ケーブル
（2出力タイプ用）

子ケーブル
（2出力タイプ用）

CN-71-C□ CN-74-C□ CN-72-C□

2台以上、横連結使用の場合

親
機

子
機

子
機

子
機

子
機

親
機

子
機

子
機

子
機

子
機

（注）№250：親ケーブル、№251：子ケーブルの用語解説も、併せてご覧ください。
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